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１）サーチ・モデルは 2010 年の Peter A. Diamond，Dale T.Mortensen，および Christopher A. Pissarides に


































































































































































































































































































































































































g iPlace i+e i.Year
被説明変数は土地１段あたりの値段（貫）の対数値である．説明変数は年次の対数値および
国を示す定数項ダミー変数，および eは誤差項である．添字の iは n個の土地を識別するもの
であり，Year は年次（lnYear はその対数値）を表わす．各時間で個体数が同じという訳ではな
いデータ（unbalanced panel data）ではある．個体識別と年次以外に用いる情報がないので，

























D=1 となる観測数は 47 である．なおカッコ内は修正標準誤差である．データ出
所は松延（1988，表８）．
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